
１ はじめに 

後志小中学校長会は、小樽市を除く13町６村の公立小中学

校に属する小学校36校、中学校24校、計60名の会員で組織

されている。そして、19 の町村校長会研修と管内を四つに分

けたブロック研修を軸に研究活動を推進している。 

９月にはブロック研究会、10 月には後志小中学校長会研究

大会を開催し、各地区の取組の成果や課題を交流・検証するこ

とで、学校経営の改善と充実、学校の教育力向上を図ってい

る。 

 

２ 研究計画 

⑴ 研究の方針 

① 研究主題に即した共同研究を推進し、後志小中学校長会研究大会及び各ブロック研究会での成果の

交流に努め、学校経営の改善と充実を図る。 

② 道小・道中の研究課題と関連させ、全国・全道提言プロジェクトチームと連携し、研究を推進す

る。 

⑵ 研究主題 

「組織力を高め、人を育てる学校経営」 

【研究の視点①】意図的に全体を導くためのリーダーシップ 

【研究の視点②】計画的に組織・システムを運用するためのマネジメント 

⑶ 研究推進と事業計画 

① 後志小中学校長会研究大会の開催（10月21日） 

② ブロック研究会の開催（９～10月） 

③ 「研究の手引き」「研究紀要」の発行 

④ 全道・全国大会への積極的参加 

⑤ プロジェクト活動の推進 

 

３ 研究活動の概要 

⑴ 「研究の手引き」発行（５月） 

⑵ 全連小各種委員会調査への協力 

⑶ ブロック研究会の開催 

９月16日（火）山麓ブロック研究会（真狩村） 

  ９月17日（水）北ブロック研究会（積丹町） 

  ９月22日（火）南ブロック研究会（蘭越町） 

  ９月24日（水）岩宇ブロック研究会（泊 村） 

⑷ 後志小中学校長会研究大会 

〇主 催  後志小中学校長会 

◇10 月 21 日 令和７年度 後志小中学校長会研究大会◇ 

 

令和７年度 後志地区の研究活動 
 

研修部長   黒松内町立黒松内中学校   

校長  伊 藤 睦 美 



〇期 日  令和７年10月21日（火） 

〇会 場  倶知安町 ホテル第一会館 

〇内 容 

ア 基調報告 

令和７年度の研究推進について 

イ 提言発表 

提言１：研究課題 「学校間連携を通じて、組織を高め人材育成を図るリーダーシップの 

在り方」 

南ブロック研究提言者  赤沼 隆一（黒松内町立白井川小学校） 

提言２：研究課題 「組織力を高め、人材育成を進める組織マネジメント力の向上 

～校長間連携を重視した小中一貫・小中連携の取組を通して～」 

北ブロック研究提言者  林  尚起（赤井川村立赤井川中学校） 

ウ 研究協議の柱 

「人材育成」「組織力向上」に向けた戦略的な経営の在り方 

～アセスメント、ファシリテーション、マネジメントの具体から～ 

※分科会を設けず、小中学校別に10のグループに分かれて協議 

エ 交流・講評 

交 流：四つのグループがグループ協議の概要を発表 

講 評：北海道教育庁後志教育局義務教育指導監 篠崎 大作 様 

⑸ 第68回北海道小学校長会教育研究根室大会への参加 

〇期 日  令和７年９月12日（金）～13日（土） 

〇会 場  中標津町総合文化会館「しるべっと」 しるべっとホール（全体会場）他、 

分科会場７か所 

⑹ 第66回北海道中学校長会研究大会胆振・室蘭大会への参加 

〇期 日  令和７年９月26日（金）～27日（土） 

〇会 場  室ガス文化センター 大ホール（全体会場）他分科会場２か所 

⑺ 第77回全国連合小学校長会研究協議会福岡大会への参加 

〇期 日  令和７年10月16日（木）～17日（金） 

〇会 場  福岡サンパレス・福岡国際会議場（全体会場・分科会場） 

⑻ 第77回全日本中学校長会研究協議会香川大会への参加 

〇期 日  令和７年10月22日（水）～24日（金） 

〇会 場  レクザムホール（全体会場）他、分科会場等３か所 

⑼ 「研究紀要」発行（２月予定） 

 

４ おわりに 

第17次研究３年次目に当たる今年度は、研究のまとめとして「組織が機能し、人材の育成が図られる」

望ましい学校経営について、マネジメントの指標の「アセスメント能力」「ファシリテーション能力」等

に力点を置いて、校長のリーダーシップとマネジメントの在り方を探り深め合ってきた。また、研究大会

のグループ協議では、本研究と道小プロジェクトチームの研究双方を深め合うことができるよう、それぞ

れの資料を活用し議論を進めた。「組織力向上」「人材育成」に向けた経営の在り方について、アセスメ

ント・ファシリテーション・マネジメントの具体をまとめ、研究の成果を確認することができたと考えて

いる。 

 今後も研究の更なる充実を目指し、これまでの研究の積み上げを大切にしながら深化させていきたい。 


